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1972年7月6目熊本県天草地方をおそった集中豪雨は上島東海岸を

中心に500ミリ以上の雨を降らせ死者114名に達する大きな被害を

与えた.この時もっとも集中的に一部落ほとんど全滅というかた

ちで大きな打撃を与えたのは土石流の発生である.写真の姫戸町

高丸部落では全部で28戸のうち26戸までが土石流によって破かいさ

れ埋没された.土石流の岩塊はきわめて巨大なもので中には大

きさ3×5x1Om重さ400トンにも達するものもあった.これが転

がって来たのではどんな家も一たまりもあるまい.目撃者は怪獣

がとび出してくるかのように地面が盛り上り地われが生じ土石流

がはじまったと当時の模様を伝える.これらの岩塊は今度の災害

で山頂から転落してきたものでは衣く谷の途中にたまっていた過去の

土石流堆積物から洗い出され再堆積したものである.(本文｢天

草･川内川流域｣カ)ら参照)(衷本亨)�


